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AbstractAbstract
This paper is based on a research project titled “Active Learning with Robots” supported 

by Tezukayama Gakuen’s Special Research Fund in 2016.  In the previous two articles, we 
have discussed how artificial intelligence (AI for short) can affect college education in the 
future.  In the mere two years since the start of the research, we have observed a rapid 
technological evolution of AI and expansion of its usage everywhere.  Clearly, the arrival of 
the unprecedented era in which educational AI robots are active on a daily basis will come a 
lot earlier than we originally anticipated in our previous papers.

Our research goal is to understand what kind of education can support students in the 
era of AI.  In order to answer this diffi cult question, we compare features of AI with human 
intelligence (HI for short), and attempt to defi ne what makes humanity (HI) differ from AI.  
We highlight that HI is labile and full of noise, and that it is preoccupied with value judgment 
rather than cognitive verifi cation based on data.  As a result, HI often makes mistakes and 
depends on unwarranted heuristics or other HI judgment.  From these observations, we 
derive a simple conclusion that HI’s cognitive verifi cation ability is considerably inferior to 
that of AI.

Based on our findings from the idiosyncratic nature of HI, we propose a blueprint 
regarding university reform, curriculum compilation, and student support system as a new 
educational platform with help from AI.  For example, since AI can search conventional facts 
and knowledge right away at a student’s request, the current practice of memorized learning 
of lectures and confi rmation tests for which the correct answers are known need to be greatly 
modified.  Likewise, the current practices of supporting students’ campus life and career 
plans, among others, also need to accommodate the power of AI.  Last but not the least, we 
have to understand the psychology of AI as well.  Only through this kind of initiative to adapt 
AI into the educational system, may we conclude that our college education in the future will 
become worthwhile to society.
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Ⅰ　問題の背景

本論文は2016年度帝塚山学園の特別研究費採本論文は2016年度帝塚山学園の特別研究費採

択テーマ「ロボットを使ったアクティブ・ラーニ択テーマ「ロボットを使ったアクティブ・ラーニ

ング」の研究を出発点として、前２稿に続いてング」の研究を出発点として、前２稿に続いて

人工知能（以下、AI）が未来の教育にどのよう人工知能（以下、AI）が未来の教育にどのよう

な影響を与えるかを考察するものであるな影響を与えるかを考察するものである1。

研究を開始した2015年時点で、すでにAIは研究を開始した2015年時点で、すでにAIは

チェスや将棋など知的なゲームでプロを圧倒してチェスや将棋など知的なゲームでプロを圧倒して

おり、AIが人間の知的思考（論理性、直感やひおり、AIが人間の知的思考（論理性、直感やひ

らめき、洞察力）に近づいていることが明らかにらめき、洞察力）に近づいていることが明らかに

なりつつあった。しかし将棋のプロ棋士を圧倒しなりつつあった。しかし将棋のプロ棋士を圧倒し

ていたAIであっても、将棋よりはるかに自由度ていたAIであっても、将棋よりはるかに自由度

の高い囲碁のプロ碁士にAIが勝つのは10年経っの高い囲碁のプロ碁士にAIが勝つのは10年経っ

ても無理であろうと思われていた。ても無理であろうと思われていた。

ところが2016年３ 月、Deep Learning（深層ところが2016年３ 月、Deep Learning（深層

学 習 ）学 習 ）2 と呼ばれるアルゴリズムを実装したと呼ばれるアルゴリズムを実装した

AlphaGo（以下、アルファ碁）AlphaGo（以下、アルファ碁）3 が、世界のトップが、世界のトップ

プロ碁士のイ・セドルを４勝１敗の戦績で圧倒プロ碁士のイ・セドルを４勝１敗の戦績で圧倒

した。続いて2017年５ 月23日から27日にかけてした。続いて2017年５ 月23日から27日にかけて

「人類最強」と言われる柯潔プロ棋士とアルファ「人類最強」と言われる柯潔プロ棋士とアルファ

碁が対戦し、その結果はアルファ碁が３戦３勝碁が対戦し、その結果はアルファ碁が３戦３勝

という一方的なものとなったという一方的なものとなった4 。

アルファ碁の実験を終了したDeepMind社は、アルファ碁の実験を終了したDeepMind社は、

１　「ロボットが変える教育の未来」『帝塚山経済・経営論集』１　「ロボットが変える教育の未来」『帝塚山経済・経営論集』
27 巻、2017 年３月、1-11 頁、「ロボットが変える教育の未来27 巻、2017 年３月、1-11 頁、「ロボットが変える教育の未来
２」『帝塚山経済・経営論集』28 巻、2018 年３月、1-10 頁。２」『帝塚山経済・経営論集』28 巻、2018 年３月、1-10 頁。

２　Wiki：ディープラーニング ２　Wiki：ディープラーニング https://ja.wikipedia.org/wihttps://ja.wikipedia.org/wi
ki/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83ki/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83
%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0

３　Google 傘 下 の DeepMind 社 が 開 発 し た AI。Wiki：３　Google 傘 下 の DeepMind 社 が 開 発 し た AI。Wiki：
AlphaGo AlphaGo https://ja.wikipedia.org/wiki/AlphaGohttps://ja.wikipedia.org/wiki/AlphaGo　

４　「アルファ碁が３連勝＝最強棋士、AI に完敗－中国」４　「アルファ碁が３連勝＝最強棋士、AI に完敗－中国」
JIJI.com、JIJI.com、https://www.jiji.com/jc/article?k=2017052700https://www.jiji.com/jc/article?k=2017052700
382&g=int382&g=int

今度は眼科検診の画像をAIに学習させ、緑内障今度は眼科検診の画像をAIに学習させ、緑内障

や糖尿病網膜症など50種類以上の疾患を94.5%のや糖尿病網膜症など50種類以上の疾患を94.5%の

精度で診断できるシステムを開発した。この疾患精度で診断できるシステムを開発した。この疾患

の判断能力は、世界最高レベルの眼科医と同等かの判断能力は、世界最高レベルの眼科医と同等か

それ以上と言われているそれ以上と言われている5。

また前稿２ では新卒採用の書類選考をAIにまた前稿２ では新卒採用の書類選考をAIに

判定させる事例を紹介したが、転職サイトの判定させる事例を紹介したが、転職サイトの

mistucariは、求職者の性格に合った社風の会社をmistucariは、求職者の性格に合った社風の会社を

AIが紹介するサービスを提供しているAIが紹介するサービスを提供している6。そのサイ。そのサイ

トによると、「上司や社風のミスマッチはあなたのトによると、「上司や社風のミスマッチはあなたの

活躍度にも大きな影響を及ぼします。事実、約５活躍度にも大きな影響を及ぼします。事実、約５

割の人が人間関係や社風の違いで会社をやめてい割の人が人間関係や社風の違いで会社をやめてい

ます。」と就職後の課題を指摘し、AIが探し出すます。」と就職後の課題を指摘し、AIが探し出す

「スキルマッチよりも人柄重視！」の会社のほう「スキルマッチよりも人柄重視！」の会社のほう

が長く働ける確率が高くなると主張している。が長く働ける確率が高くなると主張している。

学生は大学入学後、２ 回生からインターン学生は大学入学後、２ 回生からインターン

シップ、資格取得やSPIの学習、企業研究やエンシップ、資格取得やSPIの学習、企業研究やエン

トリーシートの書き方、企業説明会など、様々なトリーシートの書き方、企業説明会など、様々な

努力をして就職していくが、就職後のミスマッチ努力をして就職していくが、就職後のミスマッチ

は入社してみないとわからない。実際、厚生労働は入社してみないとわからない。実際、厚生労働

省の「新規学卒者の離職状況」によれば、毎年、省の「新規学卒者の離職状況」によれば、毎年、

３割以上の新卒者が３年以内に離職している３割以上の新卒者が３年以内に離職している7。

従ってmistucariのようなAIが進化すれば、学従ってmistucariのようなAIが進化すれば、学

生の無駄な情報収集や採用可能性の低い会社への生の無駄な情報収集や採用可能性の低い会社への

応募を減らすことができるだけでなく、就職後の応募を減らすことができるだけでなく、就職後の

ミスマッチを減らして学生・企業側の双方にとっミスマッチを減らして学生・企業側の双方にとっ

て有益な結果をもたらすことができる。て有益な結果をもたらすことができる。

このようにAIは、ほとんどすべての業界で急このようにAIは、ほとんどすべての業界で急

速な利用拡大が進んでいる。大学教員にとっても速な利用拡大が進んでいる。大学教員にとっても

馴染みのあるSASによると、その代表的な事例馴染みのあるSASによると、その代表的な事例

５　「AI は医師のよき相棒になれるのか？ DeepMind が開発５　「AI は医師のよき相棒になれるのか？ DeepMind が開発
した画像診断システムの潜在力」WIRED、2018 年８月 22した画像診断システムの潜在力」WIRED、2018 年８月 22
日、https://wired.jp/2018/08/22/deepmind-moorfields-日、https://wired.jp/2018/08/22/deepmind-moorfields-
ai-eye-nhs/。また　前稿１でも事例としてあげた Enlitic 社ai-eye-nhs/。また　前稿１でも事例としてあげた Enlitic 社
は Deep Learning を使って癌細胞などの異常を検出するアは Deep Learning を使って癌細胞などの異常を検出するア
ルゴリズム（画像認識技術）を開発しているが、2020 年までルゴリズム（画像認識技術）を開発しているが、2020 年まで
に世界中のＸ線、CT、MRI の検査データの 95％をカバーすに世界中のＸ線、CT、MRI の検査データの 95％をカバーす
ると宣言している 。https://www.enlitic.com/news.htmlると宣言している 。https://www.enlitic.com/news.html

６　mitsucari、６　mitsucari、https://mitsucari.com/https://mitsucari.com/
７　厚生労働省データ、７　厚生労働省データ、https://www.mhlw.go.jp/contenthttps://www.mhlw.go.jp/content

/11650000/000369570.pdf/11650000/000369570.pdf
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Ⅰ科目の採用）Ⅰ科目の採用）

３． AI・数理・データサイエンス教育を３年３． AI・数理・データサイエンス教育を３年

以内に大学全学部学生に必修化（オンラ以内に大学全学部学生に必修化（オンラ

イン教材や民間人の活用等）イン教材や民間人の活用等）

４・ あらゆる分野においてAI・数理・データ４・ あらゆる分野においてAI・数理・データ

サイエンスの知見を活用できる人材を輩サイエンスの知見を活用できる人材を輩

出する、大学・大学院の仕組み／体制整備出する、大学・大学院の仕組み／体制整備

５． 文理関係なく自らの専門分野とAI・数５． 文理関係なく自らの専門分野とAI・数

理・データサイエンスを学んだダブルメ理・データサイエンスを学んだダブルメ

ジャー、メジャー・マイナー等の学位制ジャー、メジャー・マイナー等の学位制

度を全面的に導入度を全面的に導入

６． 優れた人材が企業・行政等で活躍できる６． 優れた人材が企業・行政等で活躍できる

環境の整備（PBL、採用時インセンティ環境の整備（PBL、採用時インセンティ

ブ、高待遇事例・組織におけるキャリアブ、高待遇事例・組織におけるキャリア

パス等） パス等） 

７． 輩出する人材の質を担保するためのレ７． 輩出する人材の質を担保するためのレ

ベルを認証する仕組み／体制を整備し、ベルを認証する仕組み／体制を整備し、

AI・数理・データサイエンスに係る一定AI・数理・データサイエンスに係る一定

以上の質の大学科目を認定し、科目履修以上の質の大学科目を認定し、科目履修

修了時に修了証を発行 修了時に修了証を発行 

８． リカレント教育による社会人へのAI・数８． リカレント教育による社会人へのAI・数

理・データサイエンス教育の充実理・データサイエンス教育の充実

この政府施策の概要から明らかなように、大学この政府施策の概要から明らかなように、大学

関係者は、入試から学部・大学院教育、就職、リ関係者は、入試から学部・大学院教育、就職、リ

カレント教育まで、人材育成の中心にAIを前提カレント教育まで、人材育成の中心にAIを前提

にした全く新しい教育改革が始まることを認識にした全く新しい教育改革が始まることを認識

する必要がある。更に大学は地域社会に対して、する必要がある。更に大学は地域社会に対して、

AIの社会受容性を高めるための「AIリテラシーAIの社会受容性を高めるための「AIリテラシー

教育」の実施や、AIによるイノベーション創出教育」の実施や、AIによるイノベーション創出

を促進するための研究も求められることになるを促進するための研究も求められることになる1010。

文部科学省の大学助成金もAIを前提にした教育文部科学省の大学助成金もAIを前提にした教育

研究に重点的に割り当てられることになろう。研究に重点的に割り当てられることになろう。

10　また国会議員に向けても啓発的なレポートが作成されてい10　また国会議員に向けても啓発的なレポートが作成されてい
る。笠井彰吾「金融サービスをめぐる AI 活用の経緯 -AI 技る。笠井彰吾「金融サービスをめぐる AI 活用の経緯 -AI 技
術の現状を踏まえて -」『立法と調査』参議院常任委員会調査術の現状を踏まえて -」『立法と調査』参議院常任委員会調査
室・特別調査室、2018 年 10 月、No.405、32-45 頁。http://室・特別調査室、2018 年 10 月、No.405、32-45 頁。http://
www.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/rippou_www.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/rippou_
chousa/backnumber/2018pdf/20181001032.pdf。chousa/backnumber/2018pdf/20181001032.pdf。

は次の通りであるは次の通りである8。

１． 銀行：不正検知、信用・リスク分析、自１． 銀行：不正検知、信用・リスク分析、自

動ファイナンシャル・アドバイザーによ動ファイナンシャル・アドバイザーによ

るレコメンデーションの提供 るレコメンデーションの提供 

２． 官公庁：スマートシティーにおけるセン２． 官公庁：スマートシティーにおけるセン

サー・フュージョン、法執行機関におけサー・フュージョン、法執行機関におけ

る顔認識システム る顔認識システム 

３． 医療機関、ライフサイエンス：過去の症３． 医療機関、ライフサイエンス：過去の症

例記録、生物医学画像処理、健康状態モニ例記録、生物医学画像処理、健康状態モニ

ターなどから収集されるデータを処理するターなどから収集されるデータを処理する

ことで、予測診断の活用の促進、患者ケアことで、予測診断の活用の促進、患者ケア

における応答時間の改善などを実現における応答時間の改善などを実現

４． 製造、エネルギー：サプライチェーンの４． 製造、エネルギー：サプライチェーンの

最適化、生産工程における欠陥の自動検最適化、生産工程における欠陥の自動検

出、エネルギー需要予測 出、エネルギー需要予測 

５． 通信、小売：チャットボット機能の強化、５． 通信、小売：チャットボット機能の強化、

ショッピング体験のパーソナライズ、レショッピング体験のパーソナライズ、レ

コメンデーションのカスタマイズコメンデーションのカスタマイズ

６． 教育：授業・教育・学習支援、研究・学６． 教育：授業・教育・学習支援、研究・学

会発表支援、大学経営・IR・退学率を下会発表支援、大学経営・IR・退学率を下

げる学生支援げる学生支援

次に日本政府も、現在AI施策を作成中であ次に日本政府も、現在AI施策を作成中であ

る。内閣府の「AI戦略の抜本的強化に向けた政る。内閣府の「AI戦略の抜本的強化に向けた政

府の検討状況」の「AI戦略（案）全体俯瞰図」府の検討状況」の「AI戦略（案）全体俯瞰図」

を見ると、これからの大学教育はAIを前提にしを見ると、これからの大学教育はAIを前提にし

た教育に変わることが理解されるた教育に変わることが理解される9。その内容をま。その内容をま

とめると以下の通りである。とめると以下の通りである。

１． 学校教育改革・大学改革と連動した、１． 学校教育改革・大学改革と連動した、

AI・数理・データサイエンス教育の拡充AI・数理・データサイエンス教育の拡充

（民間活用含む）（民間活用含む）

２． 大学入試改革（大学全学部に数学、情報２． 大学入試改革（大学全学部に数学、情報

８　SAS、「企業のための人工知能導入ガイド アナリティク８　SAS、「企業のための人工知能導入ガイド アナリティク
ス戦略への AI の統合」、ホワイトペーパー、https://www.ス戦略への AI の統合」、ホワイトペーパー、https://www.
sas.com/ja_jp/whitepapers/wp-artificial-intelligence-sas.com/ja_jp/whitepapers/wp-artificial-intelligence-
for-executives-109066-1710-jp.html。for-executives-109066-1710-jp.html。

９　内閣府「人間中心の AI 社会原則検討会議 ( 第６回 )」平９　内閣府「人間中心の AI 社会原則検討会議 ( 第６回 )」平
成 30 年 10 月２日、「AI 戦略（案）全体俯瞰図」https://成 30 年 10 月２日、「AI 戦略（案）全体俯瞰図」https://
www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/humanai/6kai/www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/humanai/6kai/
siryo1-2.pdf。siryo1-2.pdf。
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クチャ）クチャ）1111を人間のHuman Intelligence（以下、を人間のHuman Intelligence（以下、

HI）と呼び、以下、HIとAIの相違を考察する。HI）と呼び、以下、HIとAIの相違を考察する。

第一に、HIはAI以上にデータのかたまりであ第一に、HIはAI以上にデータのかたまりであ

る。しかしAIはその目的制約上、ノイズ（処理る。しかしAIはその目的制約上、ノイズ（処理

対象となる情報以外の不要な情報）に影響される対象となる情報以外の不要な情報）に影響される

ことはない（少ない）。一方HIはノイズだらけでことはない（少ない）。一方HIはノイズだらけで

ある。アルファ碁のようにある目的のために学習ある。アルファ碁のようにある目的のために学習

する特化型AIは、学習を攪乱・邪魔するノイズする特化型AIは、学習を攪乱・邪魔するノイズ

を効率よく除去することで、HIよりはるかに早を効率よく除去することで、HIよりはるかに早

く統計的に精度の高い結果に到達する。これがく統計的に精度の高い結果に到達する。これが

AIと汎用型HIの表層的な違いと言えよう。AIと汎用型HIの表層的な違いと言えよう。

それではなぜHIはノイズを「気にする、無視でそれではなぜHIはノイズを「気にする、無視で

きない、重視する」のか。その理由の仮説は様々きない、重視する」のか。その理由の仮説は様々

であろうが、本論文は、HIは事実や事象の正誤・であろうが、本論文は、HIは事実や事象の正誤・

真偽・真贋を判断・判定する「認知的検証」と、真偽・真贋を判断・判定する「認知的検証」と、

利害・嫌悪・善悪に関係する「価値的判断」の両利害・嫌悪・善悪に関係する「価値的判断」の両

方を行っていることに注目して議論を進める。方を行っていることに注目して議論を進める。

HIによる事実や事象の認知的な検証の能力をHIによる事実や事象の認知的な検証の能力を

単純化して表現すれば、知的処理を行う大脳皮質単純化して表現すれば、知的処理を行う大脳皮質

と強化学習に関係する大脳基底核、短期記憶に関と強化学習に関係する大脳基底核、短期記憶に関

与する海馬、強化学習に報酬を与える扁桃体など与する海馬、強化学習に報酬を与える扁桃体など

が相互に関与して発揮する能力であり、情報収が相互に関与して発揮する能力であり、情報収

集・分析・判断・評価の能力のことである集・分析・判断・評価の能力のことである1212。

AIに対応したこのHIの認知的検証能力は、すAIに対応したこのHIの認知的検証能力は、す

でに述べたように、ビッグデータを前提にしたでに述べたように、ビッグデータを前提にした

AIの情報処理能力（帰納法的なパターン認識）AIの情報処理能力（帰納法的なパターン認識）

に対して圧倒的に劣っている。HIはAIと異なりに対して圧倒的に劣っている。HIはAIと異なり

ビッグデータの統計的な処理ができないため、客ビッグデータの統計的な処理ができないため、客

観的な根拠に乏しいヒューリスティックに依存し観的な根拠に乏しいヒューリスティックに依存し

て予想・予測を行ってきた。その結果、HIの事て予想・予測を行ってきた。その結果、HIの事

11　Whole Brain Architecture (WBA) の日本語訳が全脳11　Whole Brain Architecture (WBA) の日本語訳が全脳
アーキテクチャである。全脳アーキテクチャ・イニシアティアーキテクチャである。全脳アーキテクチャ・イニシアティ
ブでは「脳全体のアーキテクチャに学び人間のような汎用人ブでは「脳全体のアーキテクチャに学び人間のような汎用人
工知能を創ることをミッション・ステートメントに掲げた人工知能を創ることをミッション・ステートメントに掲げた人
工知能の研究開発アプローチです。こうして脳に学ぶ研究開工知能の研究開発アプローチです。こうして脳に学ぶ研究開
発を通じ、2030 年頃を目標として脳を越えた汎用人工知能の発を通じ、2030 年頃を目標として脳を越えた汎用人工知能の
構築を目指します。」としている。構築を目指します。」としている。https://wba-initiative.https://wba-initiative.
org/wba/。org/wba/。

12　 脳 の「 認 知 ア ー キ テ ク チ ャ」 に つ い て は、12　 脳 の「 認 知 ア ー キ テ ク チ ャ」 に つ い て は、http://http://
ja.catalyst.red/articles/ai-infographic-01/ja.catalyst.red/articles/ai-infographic-01/　がわかりや　がわかりや
すい。すい。

以上のように、本研究を開始して２年あまり以上のように、本研究を開始して２年あまり

の間に、AIは当初の予想をはるかに超えたスの間に、AIは当初の予想をはるかに超えたス

ピードで進化しており、その社会・経済に対するピードで進化しており、その社会・経済に対する

影響も非常に大きなものになっている。従って、影響も非常に大きなものになっている。従って、

前稿１の最後に書いた「大学教育の存在意義を前稿１の最後に書いた「大学教育の存在意義を

考えると、教育的AIロボットが日常的に存在す考えると、教育的AIロボットが日常的に存在す

る時代の到来」は不可避の状態になったと結論しる時代の到来」は不可避の状態になったと結論し

てよいであろう。更に「次の時代を切り拓く若いてよいであろう。更に「次の時代を切り拓く若い

学生を支援する新たな教育が必要であることは間学生を支援する新たな教育が必要であることは間

違いない」と前稿１で指摘した。本論文は、こ違いない」と前稿１で指摘した。本論文は、こ

のAIを前提にした新しい大学教育とは何かを明のAIを前提にした新しい大学教育とは何かを明

らかにすることが目的である。らかにすることが目的である。

Ⅱ　人工知能と人間の違い

教師の使命は、学生に最善の教育的価値を提供教師の使命は、学生に最善の教育的価値を提供

することにある。そのためには、人間（学生）のすることにある。そのためには、人間（学生）の

本質を明らかにする必要がある。教育の価値や有本質を明らかにする必要がある。教育の価値や有

効性を高めるためには、人間とは何か、人間は効性を高めるためには、人間とは何か、人間は

なぜ学ぶのか、学ばないのか、そしてロボットなぜ学ぶのか、学ばないのか、そしてロボット

（AI）とどこが本質的な違いになっているのか、（AI）とどこが本質的な違いになっているのか、

その理由と根拠を理解せずに適切な教育を行うこその理由と根拠を理解せずに適切な教育を行うこ

とが難しいからである。とが難しいからである。

また大学は、AIが日常的に存在する近未来にまた大学は、AIが日常的に存在する近未来に

おいて、AIとは異なる人間の本質的価値を発見おいて、AIとは異なる人間の本質的価値を発見

し、学生を社会的に有用な「人間」として育成すし、学生を社会的に有用な「人間」として育成す

ることを存在理由にしなければならない。そのたることを存在理由にしなければならない。そのた

め本論文では、以下、AIと人間の違いを比較しめ本論文では、以下、AIと人間の違いを比較し

ながら、「人間の本質」を前提にした未来の教育ながら、「人間の本質」を前提にした未来の教育

のあり方を考察する。のあり方を考察する。

この「人間とは何か？」の難問に対して、本研この「人間とは何か？」の難問に対して、本研

究は一貫してAIの進化と学生（人間）の関係を究は一貫してAIの進化と学生（人間）の関係を

考察してきた。本論文も同様に、AIの機能と有考察してきた。本論文も同様に、AIの機能と有

効性を人間と比較しながら分析を進める。議論を効性を人間と比較しながら分析を進める。議論を

単純化するため、本論文では、汎用型AIが究極単純化するため、本論文では、汎用型AIが究極

的に模倣する脳全体の設計思想（全脳アーキテ的に模倣する脳全体の設計思想（全脳アーキテ
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ランキングを気にしたりするのも、人間の価値評ランキングを気にしたりするのも、人間の価値評

価を集団の判断に委ねることが多いからである。価を集団の判断に委ねることが多いからである。

それは同時に、AIのような客観的な事実の認定それは同時に、AIのような客観的な事実の認定

による自己評価の機会が少ないからでもある。による自己評価の機会が少ないからでもある。

次に前稿２ でも指摘したが、HIの他者評価は次に前稿２ でも指摘したが、HIの他者評価は

自分の利害損得や好き嫌いによって大きな影響を自分の利害損得や好き嫌いによって大きな影響を

受ける。そのため価値基準のバイアスが伴うHIの受ける。そのため価値基準のバイアスが伴うHIの

ヒューリスティックスの精度は、AIのような客観ヒューリスティックスの精度は、AIのような客観

的な評価より劣ることになる。このバイアスが引き的な評価より劣ることになる。このバイアスが引き

起こす問題の一つは、例えば組織のリーダーが過去起こす問題の一つは、例えば組織のリーダーが過去

の成功体験に縛られて変化の対応を見誤ると、そのの成功体験に縛られて変化の対応を見誤ると、その

集団全体が危機に直面することになる点である。集団全体が危機に直面することになる点である。

この問この問題を避けるため、組織の下位の人間は価題を避けるため、組織の下位の人間は価

値中立的なAIの判断を客観的な提案として集団値中立的なAIの判断を客観的な提案として集団

上位者に提供するようになろう。従って、AIの上位者に提供するようになろう。従って、AIの

社会受容性は権力者のHIの価値バイアスを緩和社会受容性は権力者のHIの価値バイアスを緩和

させることを目的に、企業や政府の組織内で自律させることを目的に、企業や政府の組織内で自律

的に高まることが予想される。的に高まることが予想される。

第三に、自分の生存を第一に考える人類の進化第三に、自分の生存を第一に考える人類の進化

の過程において、「変化」は不確実性（リスク）の過程において、「変化」は不確実性（リスク）

を増加させる要因となるため、HIは変化・リスを増加させる要因となるため、HIは変化・リス

クを避ける傾向を持つ。その結果、HIのヒュークを避ける傾向を持つ。その結果、HIのヒュー

リスティックは「中庸」や「安全・安心・安定」リスティックは「中庸」や「安全・安心・安定」

の均衡・調和の状況を好むことになる。多くの人の均衡・調和の状況を好むことになる。多くの人

は、「安全・安心・安定」を求めて他者評価に依は、「安全・安心・安定」を求めて他者評価に依

存するようになり、また自分の「安全・安心・安存するようになり、また自分の「安全・安心・安

定」を不安にさせるような情報や評価を無視する定」を不安にさせるような情報や評価を無視する

ことを学ぶようになる。ことを学ぶようになる。

更にこのようなHIの傾向は人間の知的成長の更にこのようなHIの傾向は人間の知的成長の

停滞や阻害要因となり、また無責任な体質の助長停滞や阻害要因となり、また無責任な体質の助長

につながる場合がある。特にHIは変化の「因果につながる場合がある。特にHIは変化の「因果

関係」を明らかにして精神的な安定を欲するが、関係」を明らかにして精神的な安定を欲するが、

精密な認知的検証はHIにとって大きなストレス精密な認知的検証はHIにとって大きなストレス

となる。そのため、いわゆる有識者や専門家の意となる。そのため、いわゆる有識者や専門家の意

見や権威を「信頼」し、因果関係の認知的検証を見や権威を「信頼」し、因果関係の認知的検証を

放棄する行動を取りがちである。放棄する行動を取りがちである。

次に、人間にとって最大の不確実性は「寿命」次に、人間にとって最大の不確実性は「寿命」

実認識と将来予測は頻繁に間違える。実認識と将来予測は頻繁に間違える。

本来、HIも安易なヒューリスティック（経験本来、HIも安易なヒューリスティック（経験

知）に依存せず、AIのようにデータの統計的処知）に依存せず、AIのようにデータの統計的処

理による客観的な確率を使うべきである。しかし理による客観的な確率を使うべきである。しかし

HIの何万年の進化の過程において、現代の統計HIの何万年の進化の過程において、現代の統計

処理能力を支援するAIも含めたコンピュータや処理能力を支援するAIも含めたコンピュータや

実験器具が存在しなかったことが、HIの認知的実験器具が存在しなかったことが、HIの認知的

機能の精度の低さの理由となっていると考えるこ機能の精度の低さの理由となっていると考えるこ

とができる。とができる。

第二に、HIのノイズの大半は、価値的な判断第二に、HIのノイズの大半は、価値的な判断

によって生成されると思われる。その理由は、価によって生成されると思われる。その理由は、価

値は相対的な概念であり、時代や環境に影響を受値は相対的な概念であり、時代や環境に影響を受

ける関係概念であるからである。従って人間のける関係概念であるからである。従って人間の

数だけ利害・嫌悪・善悪の価値基準があり、し数だけ利害・嫌悪・善悪の価値基準があり、し

かも時と場合によって、その価値基準も変化し、かも時と場合によって、その価値基準も変化し、

同一人物が異なる言動をとるのがHIの特徴であ同一人物が異なる言動をとるのがHIの特徴であ

る。つまりHIの多様性（ノイズ）の発生源の一る。つまりHIの多様性（ノイズ）の発生源の一

つは、この相対的な価値判断のノイズであると言つは、この相対的な価値判断のノイズであると言

える。その一方AIの特徴は、このようなノイズえる。その一方AIの特徴は、このようなノイズ

の多様性を統計的に除外し、標準化・均一化・平の多様性を統計的に除外し、標準化・均一化・平

均化・単一化した判断結果を示すところにある。均化・単一化した判断結果を示すところにある。

次に、HIは価値判断に影響を与える変化に反次に、HIは価値判断に影響を与える変化に反

応する能力を高めたが、その変化の原因や要因を応する能力を高めたが、その変化の原因や要因を

深く思考する知的ストレスを避けるためにヒュー深く思考する知的ストレスを避けるためにヒュー

リスティックを身につけたように思われる。つまリスティックを身につけたように思われる。つま

り日常生活においては、ほとんどの場合、認知的り日常生活においては、ほとんどの場合、認知的

能力を使って事実の正誤に関する客観的結果を導能力を使って事実の正誤に関する客観的結果を導

き出す知的作業より、ヒューリスティックを優先き出す知的作業より、ヒューリスティックを優先

する傾向をHIが身につけていると言える。する傾向をHIが身につけていると言える。

この認知的判断が価値判断より優先順位が低い理この認知的判断が価値判断より優先順位が低い理

由は、HIが社会的存在として進化した結果とも関由は、HIが社会的存在として進化した結果とも関

係していると思われる。つまり集団的動物である人係していると思われる。つまり集団的動物である人

間は、社会の規範と同調圧力に順応する必要があっ間は、社会の規範と同調圧力に順応する必要があっ

たからである。そのため、例えば社会の善悪の価値たからである。そのため、例えば社会の善悪の価値

規範を否定しかねない客観的な認知的判断を主張す規範を否定しかねない客観的な認知的判断を主張す

ることが難しいことは、歴史が証明している。ることが難しいことは、歴史が証明している。

またHIが群集心理の影響を受けたり、相対的なまたHIが群集心理の影響を受けたり、相対的な
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倣しているが、HIは必ずしも「頭の脳」だけで倣しているが、HIは必ずしも「頭の脳」だけで

動いているわけではなさそうである。例えば「第動いているわけではなさそうである。例えば「第

二の脳と呼ばれる腸」研究の最新の知見による二の脳と呼ばれる腸」研究の最新の知見による

と1414、腸には固有の神経系が備わり、頭脳や脊髄、腸には固有の神経系が備わり、頭脳や脊髄

から自立して機能するコンピュータであることがから自立して機能するコンピュータであることが

わかってきたわかってきた1515。また、腸内の多様な細菌が神経。また、腸内の多様な細菌が神経

伝達物質であるセロトニンなどを生成し、HIの伝達物質であるセロトニンなどを生成し、HIの

精神的状態（感情や免疫系の亢進や制御）に影響精神的状態（感情や免疫系の亢進や制御）に影響

を与えている（ノイズの増加）とも考えられるよを与えている（ノイズの増加）とも考えられるよ

うになっているうになっている1616。

そのためHIの実態が解明されるにつれ、AIもそのためHIの実態が解明されるにつれ、AIも

HIの実態に近づくことで更なる進化を遂げるかHIの実態に近づくことで更なる進化を遂げるか

も知れない。例えば最近はやりのブロックチェーも知れない。例えば最近はやりのブロックチェー

ンのモデルを借りれば、今のAIは学習を非常にンのモデルを借りれば、今のAIは学習を非常に

効率的に行っている中央集権型コンピュータと考効率的に行っている中央集権型コンピュータと考

えることができる。しかし実際のHIが分散型コえることができる。しかし実際のHIが分散型コ

ンピュータだとすると、ブロックチェーンが前提ンピュータだとすると、ブロックチェーンが前提

とする分散型のコンピュータとしてAIを進化さとする分散型のコンピュータとしてAIを進化さ

せる方がよりHIに近づくことが期待できる。せる方がよりHIに近づくことが期待できる。

その際、データの改ざん（不正アクセス）を防その際、データの改ざん（不正アクセス）を防

ぐ高度なセキュリティのブロックチェーン型アルぐ高度なセキュリティのブロックチェーン型アル

ゴリズムを形成し、そのプラットフォーム上に分ゴリズムを形成し、そのプラットフォーム上に分

散する主要なAIを結んで学習することで、結果散する主要なAIを結んで学習することで、結果

としてネットワーク統合型の汎用的なAIを試すとしてネットワーク統合型の汎用的なAIを試す

ことになろう。ことになろう。

最後に、AIがHIより劣る特性を指摘する。第最後に、AIがHIより劣る特性を指摘する。第

一にAIは学習していないことに適切な反応をする一にAIは学習していないことに適切な反応をする

ことが苦手である。そのため、例えば株式市場でことが苦手である。そのため、例えば株式市場で

14　須藤信行「腸内細菌と脳腸相関」『福岡医誌』100（9）、14　須藤信行「腸内細菌と脳腸相関」『福岡医誌』100（9）、
2009，298-304 頁。2009，298-304 頁。

https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_download_https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_download_
md/16084/fam100-9_p298.pdf。md/16084/fam100-9_p298.pdf。

15　Nick J Spencer , et. al., Identification of a rhythmic 15　Nick J Spencer , et. al., Identification of a rhythmic 
firing pattern in the enteric nervous system that firing pattern in the enteric nervous system that 
generates rhythmic electrical activity in smooth generates rhythmic electrical activity in smooth 
muscle, Journal of Neuroscience, 28, May 2018, 3489-17. muscle, Journal of Neuroscience, 28, May 2018, 3489-17. 
http://www.jneurosci.org/content/early/2018/05/28/http://www.jneurosci.org/content/early/2018/05/28/
JNEUROSCI.3489-17.2018JNEUROSCI.3489-17.2018。

16　Clair R. Martin, et.al., The Brain-Gut-Microbiome 16　Clair R. Martin, et.al., The Brain-Gut-Microbiome 
Axis, cmgh, Volume 6, Issue 2, pp. 133-148, 2018. Axis, cmgh, Volume 6, Issue 2, pp. 133-148, 2018. 
https://www.cmghjournal.org/article/S2352-345Xhttps://www.cmghjournal.org/article/S2352-345X
(18)30060-2/pdf。(18)30060-2/pdf。

であり、HIは「不確実かつ有限な将来時間」を前であり、HIは「不確実かつ有限な将来時間」を前

提に設計されている。そのためHIは記憶（メモ提に設計されている。そのためHIは記憶（メモ

リ）の扱いがAIと異なる。更に年齢を重ねるにつリ）の扱いがAIと異なる。更に年齢を重ねるにつ

れ認知的メモリの劣化が始まる。それに対してAIれ認知的メモリの劣化が始まる。それに対してAI

のメモリ容量は無限大までスケールアップするこのメモリ容量は無限大までスケールアップするこ

とが可能であり、ビッグデータの一項目ごとにメとが可能であり、ビッグデータの一項目ごとにメ

モリを割り当てることができる。モリを割り当てることができる。

しかしHIには寿命があり、また余命の確率的しかしHIには寿命があり、また余命の確率的

予測の精度も低い時代が長く続いた。その結果、予測の精度も低い時代が長く続いた。その結果、

HIの時間に対する優先順位は「今」を中心に機HIの時間に対する優先順位は「今」を中心に機

能するようになっており、過去のメモリの利用頻能するようになっており、過去のメモリの利用頻

度は低い（忘れる）と考えることができる。度は低い（忘れる）と考えることができる。

また、未来のメモリまた、未来のメモリ1313に対しては不確実性が高に対しては不確実性が高

いのでHIにとって扱いにくい対象である。従っいのでHIにとって扱いにくい対象である。従っ

て例えば100年先の将来を前提にして現在の行動て例えば100年先の将来を前提にして現在の行動

を規定するヒューリスティックが少ない上に、長を規定するヒューリスティックが少ない上に、長

期にわたる実行可能性や成功確率が明らかになっ期にわたる実行可能性や成功確率が明らかになっ

ているヒューリスティックは更に少ない。ているヒューリスティックは更に少ない。

しかし人間の寿命が有限であることは、逆説的しかし人間の寿命が有限であることは、逆説的

ではあるが、不確実な未来に対するメモリが不可ではあるが、不確実な未来に対するメモリが不可

欠であることも示唆する。例えば、未来に希望や欠であることも示唆する。例えば、未来に希望や

夢、期待を持つことができない場合、HIが「暴夢、期待を持つことができない場合、HIが「暴

走」して自己や社会に対して攻撃的になる場合が走」して自己や社会に対して攻撃的になる場合が

ある。また富も権力もすべて手に入れた人間である。また富も権力もすべて手に入れた人間で

あっても、残り少なくなった寿命（死）を恐れてあっても、残り少なくなった寿命（死）を恐れて

認知的検証能力が低下し、非合理な選択と行動を認知的検証能力が低下し、非合理な選択と行動を

取ることも頻繁に観察される。取ることも頻繁に観察される。

従って、HIの安定には未来に対する希望や夢の従って、HIの安定には未来に対する希望や夢の

メモリは、たとえそれが現実妥当性に欠けているメモリは、たとえそれが現実妥当性に欠けている

「幻想」や「矛盾」であったとしても必要である。「幻想」や「矛盾」であったとしても必要である。

AIにこのような特性を必要としないのは、AIの寿AIにこのような特性を必要としないのは、AIの寿

命が無限であるからである。AIの寿命が終わると命が無限であるからである。AIの寿命が終わると

きは、そのアルゴリズムが不要になるときである。きは、そのアルゴリズムが不要になるときである。

第四に、現時点でのAIは人間の「頭脳」を模第四に、現時点でのAIは人間の「頭脳」を模

13　認知心理学では prospective memory（展望記憶）と呼ば13　認知心理学では prospective memory（展望記憶）と呼ば
れるが、本論文では過去に培った将来の夢や期待に関する「未れるが、本論文では過去に培った将来の夢や期待に関する「未
来メモリ」として定義している。来メモリ」として定義している。



ロボットが変える教育の未来 3： 人間とロボットの違いロボットが変える教育の未来 3： 人間とロボットの違いMarch  2019March  2019 － 7 －－ 7 －

ため、経営学部（IT系）、心理学部、経済学部のため、経営学部（IT系）、心理学部、経済学部の

学生に対してアンケート調査を行った。学生に対してアンケート調査を行った。

表１は昨年度と同様の質問事項で、表２は新表１は昨年度と同様の質問事項で、表２は新

たに追加した質問事項である。経営学部は「ITたに追加した質問事項である。経営学部は「IT

概論」（１回生）の講義でサンプルサイズは74人概論」（１回生）の講義でサンプルサイズは74人

（男＝55、女＝19）、心理学部は「親密な関係の（男＝55、女＝19）、心理学部は「親密な関係の

心理学」の講義でサンプルサイズは97人（男＝心理学」の講義でサンプルサイズは97人（男＝

45、女＝52、２回生＝89、３回生＝6、４回生45、女＝52、２回生＝89、３回生＝6、４回生

＝２）、経済学部は「経済学と株式投資」と「経＝２）、経済学部は「経済学と株式投資」と「経

済開発」の講義でサンプルサイズは78人（男＝済開発」の講義でサンプルサイズは78人（男＝

73、女＝５、２回生＝46、３回生＝26、４回生73、女＝５、２回生＝46、３回生＝26、４回生

＝６）、総計195人（男＝129人、女＝66人）であ＝６）、総計195人（男＝129人、女＝66人）であ

る。なお学部別のデータはAppendixに掲載する。る。なお学部別のデータはAppendixに掲載する。

表１．ロボットに関するアンケート調査の内容１

質問内容 Ａ Ｂ

Q1.

人工知能（コンピュータ）
は、将来（10年後くらい）人
間の知識や情報処理能力を超
えると思いますか？

はい いいえ

Q2.
人工知能（コンピュータ）を
搭載した機器は

スマート
フォンの
ような機
器が良い

人型
ロボット
が良い

Q3.

人工知能（コンピュータ）は
将来（10年後くらい）、人間
の肉体労働的な仕事を奪うと
思いますか？

はい いいえ

Q4.

人工知能（コンピュータ）は
将来（10年後くらい）、人間
の知的な仕事を奪うと思いま
すか？

はい いいえ

Q5.

人間は将来、人工知能を搭載
したロボットに対して友情や
恋愛の感情・関係を持つよう
になると思いますか？

はい いいえ

Q6.
人間の未来にとってロボット
や人工知能は

必要で価
値がある
存在

不必要で
有害な
存在

前稿２に引き続き、表１では学生がAIの進化前稿２に引き続き、表１では学生がAIの進化

に対する認識と、AIが人間に対してどのようなに対する認識と、AIが人間に対してどのような

影響を与えると思うかを調べたものである。影響を与えると思うかを調べたものである。

また表２は今回、新たに追加したアンケート項また表２は今回、新たに追加したアンケート項

目である。表１のQ5や表２のQ7-Q9は、学生の目である。表１のQ5や表２のQ7-Q9は、学生の

AIに対する心理・情緒的な感覚と関係をどのようAIに対する心理・情緒的な感覚と関係をどのよう

に感じているかについて調べるためのものである。に感じているかについて調べるためのものである。

大きな構造変化が起こったときは、その変化の前大きな構造変化が起こったときは、その変化の前

と後とでパターン認識のアルゴリズムを変えなけと後とでパターン認識のアルゴリズムを変えなけ

ればならない。しかしAIが自律的にその構造変化ればならない。しかしAIが自律的にその構造変化

も学習すると、AIによって頻繁に例外的な構造変も学習すると、AIによって頻繁に例外的な構造変

化が株式市場で再生産されるリスクが生まれる。化が株式市場で再生産されるリスクが生まれる。

第二に、すでに述べたように、HIの知性はlabile第二に、すでに述べたように、HIの知性はlabile

（柔軟で変化しやすい、不安定）な特質を持つ。（柔軟で変化しやすい、不安定）な特質を持つ。

従ってAIの目的をHIの支援であると定義すれば、従ってAIの目的をHIの支援であると定義すれば、

AIはこのHIのlabile intelligenceに対応するアルゴAIはこのHIのlabile intelligenceに対応するアルゴ

リズムを組み込む必要がある。しかし一人一人のリズムを組み込む必要がある。しかし一人一人の

HIに対応したLabile AIの設計は難しいであろう。HIに対応したLabile AIの設計は難しいであろう。

以上の議論から、「人間とは何か」の限定的な以上の議論から、「人間とは何か」の限定的な

解答は以下の通りである。解答は以下の通りである。

「人間のHIはAIと比較すると、様々な理由で「人間のHIはAIと比較すると、様々な理由で

認知的検証能力が劣る。そのためAIが得意な認認知的検証能力が劣る。そのためAIが得意な認

知的検証機能を利用して人間の学びを設計するこ知的検証機能を利用して人間の学びを設計するこ

とが大学の新しい教育のあり方となる。」とが大学の新しい教育のあり方となる。」

このような単純な結論に到達した理由は、AIこのような単純な結論に到達した理由は、AI

に比べてHIが劣っている領域に注目したからにに比べてHIが劣っている領域に注目したからに

過ぎない。その領域以外のHIの広大な可能性に過ぎない。その領域以外のHIの広大な可能性に

ついては、本論文の認知的検証のレベルを超えるついては、本論文の認知的検証のレベルを超える

ため将来の課題としたい。ため将来の課題としたい。

このような理解を基礎に、次節のロボットプロこのような理解を基礎に、次節のロボットプロ

ジェクトで行ったアンケート調査からAIとHIのジェクトで行ったアンケート調査からAIとHIの

関係を更に考察する。関係を更に考察する。

Ⅲ　 ロボットプロジェクト

本論文は、2016年度より始めた「ロボットを本論文は、2016年度より始めた「ロボットを

使ったアクティブ・ラーニング」の研究を契機と使ったアクティブ・ラーニング」の研究を契機と

して、研究代表者の中嶋航一がプロジェクト・マして、研究代表者の中嶋航一がプロジェクト・マ

ネージャーとロボット向けの教材作成、共同研究ネージャーとロボット向けの教材作成、共同研究

者の日置慎治がロボットのアルゴリズムを研究、者の日置慎治がロボットのアルゴリズムを研究、

共同研究者の谷口淳一が人間とAI（ロボット）共同研究者の谷口淳一が人間とAI（ロボット）

の情緒的な関係を研究してきた。の情緒的な関係を研究してきた。

前稿２に引き続き、学生がAIの進化とその影前稿２に引き続き、学生がAIの進化とその影

響をどのように認識して評価しているかを調べる響をどのように認識して評価しているかを調べる
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がそう思う、女子学生の33％がそう思うと回答がそう思う、女子学生の33％がそう思うと回答

している。サンプルサイズが小さいが、学生は少している。サンプルサイズが小さいが、学生は少

しずつAIがHIに近づいていると感じている傾向しずつAIがHIに近づいていると感じている傾向

を見て取れる。を見て取れる。

次に「Q7．あなたが一人で悩んでいるとき、次に「Q7．あなたが一人で悩んでいるとき、

ロボットが悩みを聞いてくれるとしたら？」に対ロボットが悩みを聞いてくれるとしたら？」に対

しては、男女ともに「聞いて欲しい」と回答したしては、男女ともに「聞いて欲しい」と回答した

割合は50％以下となっている。関連する「Q8． 割合は50％以下となっている。関連する「Q8． 

有名な複数のカウンセラーのカウンセリング技術有名な複数のカウンセラーのカウンセリング技術

のデータを取り込んだAIを搭載したロボットカのデータを取り込んだAIを搭載したロボットカ

ウンセラーのカウンセリングと、一般のスクールウンセラーのカウンセリングと、一般のスクール

カウンセラー（人間）によるカウンセリング、受カウンセラー（人間）によるカウンセリング、受

けるならどちらを受けたいですか？」に対してもけるならどちらを受けたいですか？」に対しても

同様に、人間のカウンセラーの方を選ぶ学生の割同様に、人間のカウンセラーの方を選ぶ学生の割

合が80％前後と圧倒的な結果となった。合が80％前後と圧倒的な結果となった。

この結果を理解するため、以下、心理学の学この結果を理解するため、以下、心理学の学

習・研究を行っている心理学部の学生のコメント習・研究を行っている心理学部の学生のコメント

を取り上げて考察する。を取り上げて考察する。

まずQ7に対する心理学部の学生のコメントのまずQ7に対する心理学部の学生のコメントの

代表的なものは、次のようになっている。代表的なものは、次のようになっている。

聞いて欲しい聞いて欲しい

１．１． 「誰にも相談できない時に聞いてくれるとい 「誰にも相談できない時に聞いてくれるとい

いから」、「人間に話すより気楽に話せそう」、いから」、「人間に話すより気楽に話せそう」、

２． 「答えは求めてないけれど話は聞いてほし２． 「答えは求めてないけれど話は聞いてほし

い時に最適なのではないでしょうか。」、い時に最適なのではないでしょうか。」、

「人だと、摩擦、相手への配慮を考え話「人だと、摩擦、相手への配慮を考え話

さなくてはならないがAIなら包み隠さずさなくてはならないがAIなら包み隠さず

ありのままの相談ができそうだから。」ありのままの相談ができそうだから。」

３． 「人間は何をしても人間であって、生育３． 「人間は何をしても人間であって、生育

環境の中で生まれた固定概念を覆すこと環境の中で生まれた固定概念を覆すこと

や、実践的な場面で感情を隠すことはとや、実践的な場面で感情を隠すことはと

ても難しい。それらがカウンセリングのても難しい。それらがカウンセリングの

邪魔になってしまう。」邪魔になってしまう。」

絶対いや絶対いや

１． 「感情がないから」、「無機物に私たちの悩１． 「感情がないから」、「無機物に私たちの悩

表２．ロボットに関するアンケート調査の内容２

質問内容 Ａ Ｂ

Q7
あなたが一人で悩んでいると
き、ロボットが悩みを聞いて
くれるとしたら？

聞いて
欲しい

絶対いや

Q8

有名な複数のカウンセラーの
カウンセリング技術のデータ
を取り込んだロボットカウン
セラー（AI）と、一般のカウ
ンセラー（人間）によるカウ
ンセリング、どちらを受けた
いですか？

一 般 の
カウンセ
ラー

ロボット
カウンセ
ラー

Q9

今後、心理学の研究が進め
ば、人間の心を持ったAIやロ
ボットを作り出すことができ
ると思いますか？

できる できない

表３がアンケート調査の結果である。前稿２表３がアンケート調査の結果である。前稿２

の結果とやや異なるのはQ3の結果で、今回は前の結果とやや異なるのはQ3の結果で、今回は前

回より多くの学生（特に経済・経営系）が、AI回より多くの学生（特に経済・経営系）が、AI

は人間の肉体労働的な仕事を奪うと考えているこは人間の肉体労働的な仕事を奪うと考えているこ

とがわかる。とがわかる。

しかしその他のアンケート項目に対する回答がしかしその他のアンケート項目に対する回答が

前回と大きく異なっていないことから、前稿２前回と大きく異なっていないことから、前稿２

から１年あまりの時間の経過では学生はAIの進から１年あまりの時間の経過では学生はAIの進

化を強く認識していないと判断できる。化を強く認識していないと判断できる。

表３．男女別アンケート調査の結果

男（173人） 女（76人）

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Q1 82% 18% 80% 20%

Q2 71% 30% 79% 20%

Q3 47% 53% 71% 29%

Q4 69% 31% 54% 46%

Q5 54% 46% 43% 57%

Q6 86% 14% 87% 13%

Q7 41% 59% 49% 51%

Q8 80% 20% 79% 21%

Q9 55% 45% 43% 57%

次に表１と表２の心理・情緒的な質問に対して、次に表１と表２の心理・情緒的な質問に対して、

学生の反応は以下のようにまとめることができる。学生の反応は以下のようにまとめることができる。

第一に、「Q5．人間は将来、人工知能を搭載第一に、「Q5．人間は将来、人工知能を搭載

したロボットに対して友情や恋愛の感情・関係をしたロボットに対して友情や恋愛の感情・関係を

持つようになると思いますか？」の質問に対し持つようになると思いますか？」の質問に対し

ては、男子学生の54％がそう思う、女子学生のては、男子学生の54％がそう思う、女子学生の

43％がそう思うと回答している。この結果を前43％がそう思うと回答している。この結果を前

稿２と比べると、前稿２では、男子学生の43％稿２と比べると、前稿２では、男子学生の43％



ロボットが変える教育の未来 3： 人間とロボットの違いロボットが変える教育の未来 3： 人間とロボットの違いMarch  2019March  2019 － 9 －－ 9 －

ラーが良い。」ラーが良い。」

このような学生の回答は一見矛盾しているようこのような学生の回答は一見矛盾しているよう

にも思えるが、現時点でAI（ロボット）が人間にも思えるが、現時点でAI（ロボット）が人間

の感情を実装・模倣することはできないと言う認の感情を実装・模倣することはできないと言う認

識を持っていると考えることができる。識を持っていると考えることができる。

次に「Q9．今後、心理学の研究が進めば、人間次に「Q9．今後、心理学の研究が進めば、人間

の心を持ったAIやロボットを作り出すことができの心を持ったAIやロボットを作り出すことができ

ると思いますか？」に対する心理学部の学生のコると思いますか？」に対する心理学部の学生のコ

メントの代表的なものは次のようになっている。メントの代表的なものは次のようになっている。

できるできる

１． 「時代は進化しているので、私たちが驚く１． 「時代は進化しているので、私たちが驚く

ようなことが起きると思う。」ようなことが起きると思う。」

２． 「人間の心の中を完全に読み取ることがで２． 「人間の心の中を完全に読み取ることがで

き、数値化することが可能なAI技術が誕き、数値化することが可能なAI技術が誕

生すれば、作ることも可能だと思うが、生すれば、作ることも可能だと思うが、

かなりの年月を要すると思う。」かなりの年月を要すると思う。」

できないできない

１． 「人間の心自体解明できてないのに、作る１． 「人間の心自体解明できてないのに、作る

のは難しいと思う。」、「人間でも心を全てのは難しいと思う。」、「人間でも心を全て

知ることはできないのに、全てを知らな知ることはできないのに、全てを知らな

い人間が作ったロボットに人間の心を持い人間が作ったロボットに人間の心を持

つことは出来ないと思うから」つことは出来ないと思うから」

２． 「作ってはいけないと思う。心を持ったロ２． 「作ってはいけないと思う。心を持ったロ

ボットを作ったら、クローンを作るのとボットを作ったら、クローンを作るのと

同じように色々倫理的な問題があると思同じように色々倫理的な問題があると思

うから。」うから。」

Q8の学生の回答と同様、将来的にAIのブレーQ8の学生の回答と同様、将来的にAIのブレー

クスルーがあるかも知れないが、現時点のAIがクスルーがあるかも知れないが、現時点のAIが

人間の心を持つ可能性は低いと判断していること人間の心を持つ可能性は低いと判断していること

が分かる。が分かる。

次に、AI研究の倫理原則や利用者支援につい次に、AI研究の倫理原則や利用者支援につい

ては、有識者から次のような見解や意見が表明さては、有識者から次のような見解や意見が表明さ

みなど分かるはずなどないから」、「機械みなど分かるはずなどないから」、「機械

が発達してもやはり人間の感情は多種多が発達してもやはり人間の感情は多種多

様なので、ロボットが話を聞いてもらっ様なので、ロボットが話を聞いてもらっ

たとこでその感情を汲み取ることが出来たとこでその感情を汲み取ることが出来

ないと思うので難しいと感じる」ないと思うので難しいと感じる」

２． 「人間とのコミュニケーションで心の共有２． 「人間とのコミュニケーションで心の共有

をしたいから」、「AIがどんなにたくさんのをしたいから」、「AIがどんなにたくさんの

知識を持っていても、人という生身の人間知識を持っていても、人という生身の人間

に聞いてもらえてその人を実体験や見たもに聞いてもらえてその人を実体験や見たも

のを教えてもらえる方が信じられるから」のを教えてもらえる方が信じられるから」

その一方、Q7でロボットに悩みを聞いて欲しその一方、Q7でロボットに悩みを聞いて欲し

くないと回答した学生の中で、Q8でロボットカくないと回答した学生の中で、Q8でロボットカ

ウンセラーを選んだ学生のコメントのいくつかをウンセラーを選んだ学生のコメントのいくつかを

掲載する。掲載する。

１． 「初めはロボットのカウンセリングを受け１． 「初めはロボットのカウンセリングを受け

たいと思います。人間相手には話せないたいと思います。人間相手には話せない

ようなこともロボット相手には話せるのようなこともロボット相手には話せるの

ではないかと思います。」ではないかと思います。」

２． 「いろんな観点からカウンセリングしてく２． 「いろんな観点からカウンセリングしてく

れそうだから。」れそうだから。」

その逆に、Q7でロボットに悩みを聞いて欲しその逆に、Q7でロボットに悩みを聞いて欲し

いと回答した学生の中で、Q8で人間のカウンセいと回答した学生の中で、Q8で人間のカウンセ

ラーの方を選んだ学生のコメントのいくつかを掲ラーの方を選んだ学生のコメントのいくつかを掲

載する。載する。

１． 「カウンセリングは人と人とで接してこそ１． 「カウンセリングは人と人とで接してこそ

だと思うから。」、「人から話してもらう方だと思うから。」、「人から話してもらう方

が温かみがあるから。」「人の心を癒したが温かみがあるから。」「人の心を癒した

り治したりするのは人にしかできないとり治したりするのは人にしかできないと

思うので、人とのコミュニケーションを思うので、人とのコミュニケーションを

目当てにしている仕事は残ると思う」目当てにしている仕事は残ると思う」

２． 「カウンセラーに相談する時は、大きい悩２． 「カウンセラーに相談する時は、大きい悩

みを抱えている時だと思う。その時に、みを抱えている時だと思う。その時に、

ロボットに話しても温かさを感じず安心ロボットに話しても温かさを感じず安心

感を持てないと思うから。深刻な悩みを感を持てないと思うから。深刻な悩みを

聞いてもらうなら、絶対人間のカウンセ聞いてもらうなら、絶対人間のカウンセ
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その代表的なコメントは「動物にも愛着があるよその代表的なコメントは「動物にも愛着があるよ

うにロボットに対してもそのような関係を持つこうにロボットに対してもそのような関係を持つこ

とはあると思う。」とか「今もバーチャルリアリとはあると思う。」とか「今もバーチャルリアリ

ティーなどで恋愛ゲームがあったりと、ゲームでティーなどで恋愛ゲームがあったりと、ゲームで

恋愛ゲームがあるのでそのような需要があること恋愛ゲームがあるのでそのような需要があること

は明確なので、将来そのような役割を担うロボッは明確なので、将来そのような役割を担うロボッ

トが出てきてもおかしくないから。」と言ったもトが出てきてもおかしくないから。」と言ったも

のである。のである。

以上のアンケート調査をまとめると、HIを模以上のアンケート調査をまとめると、HIを模

倣するAIがHIにどのような影響を与えるかを考倣するAIがHIにどのような影響を与えるかを考

察する上で、前稿１でも議論したEI（Emotional 察する上で、前稿１でも議論したEI（Emotional 

Intelligence）の研究が重要になることが理解でIntelligence）の研究が重要になることが理解で

きる。また生命倫理の概念をそのままAI倫理にきる。また生命倫理の概念をそのままAI倫理に

応用することもできないように思われる。応用することもできないように思われる。

最後に議論がやや飛躍するが、人間のHIは昔最後に議論がやや飛躍するが、人間のHIは昔

から、ロボットどころかキツネやヘビ、鶴との婚から、ロボットどころかキツネやヘビ、鶴との婚

姻すら夢想して多くの異類婚や異類女房の説話を姻すら夢想して多くの異類婚や異類女房の説話を

生み出してきた生み出してきた1919。

その異類婚の構成要素をHI（人間）とAI（鶴）その異類婚の構成要素をHI（人間）とAI（鶴）

の視点で再現すると、①HIを助けるAI、②AIがの視点で再現すると、①HIを助けるAI、②AIが

HIに化ける、③AIとHIが守るべき契約や規則がHIに化ける、③AIとHIが守るべき契約や規則が

ある、④AIが富をもたらす、⑤AIの正体を知っある、④AIが富をもたらす、⑤AIの正体を知っ

てしまうと破局を迎えるなど、現代人にとっててしまうと破局を迎えるなど、現代人にとって

AIは昔の鶴の恩返しの鶴女房とあまり変わらなAIは昔の鶴の恩返しの鶴女房とあまり変わらな

いかも知れないのである。いかも知れないのである。

Ⅳ　結語：AIを前提にした教育

本論文は、HIの特性の一端をAIと対比しなが本論文は、HIの特性の一端をAIと対比しなが

ら明らかにした。その結論は、HIの認知的検証ら明らかにした。その結論は、HIの認知的検証

能力はAIより劣るという事であった。能力はAIより劣るという事であった。

19　劉克華「民話の狐人間」愛知工業大学研究報告、第 40 号19　劉克華「民話の狐人間」愛知工業大学研究報告、第 40 号
A 平成 17 年、75-78 頁によると「日本で人間と狐の関係の記A 平成 17 年、75-78 頁によると「日本で人間と狐の関係の記
述は『目本書紀』斉明紀五年（659） の条にあるのが最初であ述は『目本書紀』斉明紀五年（659） の条にあるのが最初であ
るが、伝承では欽明天皇の御代（540 -571）に狐が女に化 けるが、伝承では欽明天皇の御代（540 -571）に狐が女に化 け
て、緲昏して 、子供を作った話が語られている。」そうである。て、緲昏して 、子供を作った話が語られている。」そうである。
https://ci.nii.ac.jp/els/contentscinii_20181126121201.https://ci.nii.ac.jp/els/contentscinii_20181126121201.
pdf?id=ART0007396721pdf?id=ART0007396721、 異 類 婚 姻 譚（Wiki）　、 異 類 婚 姻 譚（Wiki）　https://https://
ja.wikipedia.org/wiki/%E7%95%B0%E9%A1%9E%E5%A9%ja.wikipedia.org/wiki/%E7%95%B0%E9%A1%9E%E5%A9%
9A%E5%A7%BB%E8%AD%9A9A%E5%A7%BB%E8%AD%9A

れているれている1717。

１． AIは人間の価値や存在を超えてはならない１． AIは人間の価値や存在を超えてはならない

２． AIは人になってはいけない２． AIは人になってはいけない

３． 社会的価値（公正性、公平性）を鑑みた３． 社会的価値（公正性、公平性）を鑑みた

AIを設計すべきであるAIを設計すべきである

４． 文化の多様性を尊重し、将来世代にも配４． 文化の多様性を尊重し、将来世代にも配

慮すべきである慮すべきである

５． 国際人権法・国際人道法等を参照してAI５． 国際人権法・国際人道法等を参照してAI

が人間性の価値を毀損してはならないが人間性の価値を毀損してはならない

６． AIによるデジタル・デバイドが拡大しな６． AIによるデジタル・デバイドが拡大しな

いように社会の受容性を高める施策が必いように社会の受容性を高める施策が必

要である要である

７． AIが不安や孤独感など人間の心理に与え７． AIが不安や孤独感など人間の心理に与え

る影響を考慮した設計をすべきであるる影響を考慮した設計をすべきである

８． 高齢者や青少年など世代の特性に配慮し８． 高齢者や青少年など世代の特性に配慮し

たAIを開発すべきであるたAIを開発すべきである

また、人間が作ったAI（機械）は人間の知的また、人間が作ったAI（機械）は人間の知的

作用の一部を模倣するだけで、人間と同様の全脳作用の一部を模倣するだけで、人間と同様の全脳

的知性を持つことはできないと主張する有識者も的知性を持つことはできないと主張する有識者も

いる。前述した全脳アーキテクチャが指向する自いる。前述した全脳アーキテクチャが指向する自

律的な感情や目的を持つAIの実現は不可能であ律的な感情や目的を持つAIの実現は不可能であ

り、そのような「幻想」は人間を単なる物理的なり、そのような「幻想」は人間を単なる物理的な

機械、人間の頭脳をコンピュータと考える西洋文機械、人間の頭脳をコンピュータと考える西洋文

明に特有の人間観があると非難されている明に特有の人間観があると非難されている1818。

しかし学生のアンケート調査からは、AIにしかし学生のアンケート調査からは、AIに

よって動いているに過ぎないロボット（機械）によって動いているに過ぎないロボット（機械）に

対して、人間は「恋愛感情」を持つことが可能で対して、人間は「恋愛感情」を持つことが可能で

あると回答している学生も多くなってきている。あると回答している学生も多くなってきている。

17　平成 28 年 12 月 28 日にまとめられた「「AI ガイドライ17　平成 28 年 12 月 28 日にまとめられた「「AI ガイドライ
ン」（仮称）の策定に向けた国際的議論の用に供する素案ン」（仮称）の策定に向けた国際的議論の用に供する素案
の作成に関する論点」、AI ネットワーク社会推進会議事務の作成に関する論点」、AI ネットワーク社会推進会議事務
局（総務省情報通信政策研究所調査研究部）。議論に参加し局（総務省情報通信政策研究所調査研究部）。議論に参加し
た構成員による発言内容が掲載されており、有識者の見解た構成員による発言内容が掲載されており、有識者の見解
を 学 ぶ こ と が で き る。http://www.soumu.go.jp/main_を 学 ぶ こ と が で き る。http://www.soumu.go.jp/main_
content/000456705.pdf。content/000456705.pdf。

18　AI の倫理の課題について、世界の有識者・研究者の動向18　AI の倫理の課題について、世界の有識者・研究者の動向
や文献を網羅的に紹介している、久木田水生「人工知能のや文献を網羅的に紹介している、久木田水生「人工知能の
倫理：何が問題なのか」2017 年 11 月６日 AI ネットワー倫理：何が問題なのか」2017 年 11 月６日 AI ネットワー
ク 社 会 推 進 会 議 資 料、ク 社 会 推 進 会 議 資 料、http://www.soumu.go.jp/main_http://www.soumu.go.jp/main_
content/000520384.pdfcontent/000520384.pdf を参照されたい。を参照されたい。
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大きく成長できる場所の提供であると結論するこ大きく成長できる場所の提供であると結論するこ

とができる。」と書いた。とができる。」と書いた。

本論文は、AIと対比させて人間HIの弱点の一本論文は、AIと対比させて人間HIの弱点の一

部を明らかにすることにより、人間の本質の一端部を明らかにすることにより、人間の本質の一端

を解明しようとしたものである。を解明しようとしたものである。

その結論は、HIの認知的検証能力はAIよりかその結論は、HIの認知的検証能力はAIよりか

なり劣るという単純なものではあるが、その事実なり劣るという単純なものではあるが、その事実

すらなかなか認めたくないのが人間である。しかすらなかなか認めたくないのが人間である。しか

し大学の存在価値の基軸がAIによって大きく動し大学の存在価値の基軸がAIによって大きく動

いている時代においては、一刻も早く「若い学生いている時代においては、一刻も早く「若い学生

がAIを味方につけ大きく成長できる場所」としがAIを味方につけ大きく成長できる場所」とし

ての大学改革に着手すべきであると考える。本論ての大学改革に着手すべきであると考える。本論

文がその目的のために少しでも貢献できれば、目文がその目的のために少しでも貢献できれば、目

的は達成されたと考える。的は達成されたと考える。

Appendix

経営学部

男（55人） 女（19人）

A B A B

Q1 82% 18% 100% 0%

Q2 73% 27% 74% 26%

Q3 45% 55% 63% 37%

Q4 71% 29% 53% 47%

Q5 47% 53% 47% 53%

Q6 85% 15% 100% 0%

Q7 55% 45% 26% 74%

Q8 84% 16% 68% 32%

Q9 69% 31% 63% 37%

経済学部

男（73人） 女（５人）

A B A B

Q1 84% 16% 100% 0%

Q2 74% 27% 40% 40%

Q3 40% 60% 20% 80%

Q4 73% 27% 20% 80%

Q5 58% 42% 60% 40%

Q6 88% 12% 100% 0%

Q7 37% 63% 60% 40%

Q8 78% 22% 40% 60%

Q9 55% 45% 40% 60%

そのため、AIを前提にした教育の基本原則そのため、AIを前提にした教育の基本原則

は、AIが得意な認知的検証を利用して、HIの弱は、AIが得意な認知的検証を利用して、HIの弱

点を補完・支援し、HIの本質的な人間力を成長点を補完・支援し、HIの本質的な人間力を成長

させるための大学のアドミッションポリシーとカさせるための大学のアドミッションポリシーとカ

リキュラムを構築することになる。リキュラムを構築することになる。

このAIの日常的な利用を前提としたカリキュラこのAIの日常的な利用を前提としたカリキュラ

ムは、「正解」が決まっている従来の入試問題や、ムは、「正解」が決まっている従来の入試問題や、

大学講義の暗記型学習や確認テストなどの有用性が大学講義の暗記型学習や確認テストなどの有用性が

低下することを示唆する。同様に、学生のキャリア低下することを示唆する。同様に、学生のキャリア

に有効だと思われている多くの資格試験の経済的価に有効だと思われている多くの資格試験の経済的価

値も低下するため、安易な資格取得の有無による能値も低下するため、安易な資格取得の有無による能

力評価に代わる教育プログラムが必要となる。力評価に代わる教育プログラムが必要となる。

また学生は、AIが得意とする認知的検証能力にまた学生は、AIが得意とする認知的検証能力に

関係する数学と統計を学ぶ必要がある。同時にAI関係する数学と統計を学ぶ必要がある。同時にAI

のEI化が重要になるため、心理学や心理学を応用のEI化が重要になるため、心理学や心理学を応用

した経済学（経済行動学）なども必修が望ましい。した経済学（経済行動学）なども必修が望ましい。

次にAIだけでなくIoTやビッグデータなどの技次にAIだけでなくIoTやビッグデータなどの技

術は変化や進化が早いので、最先端のAIやITの術は変化や進化が早いので、最先端のAIやITの

時事情報にアクセスできる環境と支援が必要とな時事情報にアクセスできる環境と支援が必要とな

る。最後に、AIを実際に利用・改善する演習的る。最後に、AIを実際に利用・改善する演習的

な講義も必須となる。な講義も必須となる。

以上のようなことを考慮すると、AIを前提と以上のようなことを考慮すると、AIを前提と

したカリキュラム構成の中で、「AI心理学」、「AIしたカリキュラム構成の中で、「AI心理学」、「AI

倫理学」、「AI経済行動学」、「AI経営心理学」、倫理学」、「AI経済行動学」、「AI経営心理学」、

「世界のAIトレンド」、「AIディバイド」、「AIア「世界のAIトレンド」、「AIディバイド」、「AIア

ルゴリズム演習」などを必修としたい。ルゴリズム演習」などを必修としたい。

次に職員の学生支援体制としては、職員の指導次に職員の学生支援体制としては、職員の指導

の下、AIによる就職支援対策、AIによる学習支の下、AIによる就職支援対策、AIによる学習支

援、AI図書館、AI学生相談・カウンセリングの援、AI図書館、AI学生相談・カウンセリングの

整備が必要となる。また大学院や研究所の方針整備が必要となる。また大学院や研究所の方針

も、AIを前提にした人材養成と社会的貢献のあも、AIを前提にした人材養成と社会的貢献のあ

り方を提案することになる。り方を提案することになる。

前稿２の結論に「このようにAIが想像を絶す前稿２の結論に「このようにAIが想像を絶す

るスピードで人間に近づく一方、AIに圧倒されるスピードで人間に近づく一方、AIに圧倒され

た人間が思考停止の機械のような存在になる転倒た人間が思考停止の機械のような存在になる転倒

の世界を防がなければならない。そのため大学のの世界を防がなければならない。そのため大学の

使命と存在意義は、若い学生がAIを味方につけ使命と存在意義は、若い学生がAIを味方につけ
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心理学部

男（45人） 女（52人）

A B A B

Q1 80% 20% 71% 29%

Q2 62% 38% 85% 15%

Q3 60% 40% 79% 21%

Q4 60% 40% 58% 42%

Q5 56% 44% 40% 60%

Q6 84% 16% 81% 19%

Q7 44% 56% 50% 50%

Q8 80% 20% 87% 13%

Q9 40% 60% 37% 63%


